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近年、矯正歯科領域において、3D プリンティング技術と CAD/CAM を基盤としたデジタルワークフロ

ーは著しく進化し、診断模型、セットアップ模型、間接接着用トレー、アライナー、サージカルスプリ

ント、さらには各種カスタム装置など、その応用範囲は大きく拡大している。これらの技術は、従来困

難であった高精度かつ高再現性の装置製作を可能にし、矯正歯科臨床に新たな可能性をもたらしてい

る。一方で、3D プリンティングや CAD の活用そのものが目的化すると、矯正歯科治療の本質が見えに

くくなる危険もある。矯正歯科治療において最も重要なのは、患者個々に対する的確な診断、明確な治

療目標の設定、十分なリスク評価、そして戦略的な治療計画の構築である。3D プリンティングは、そ

れらを具体的な装置や治療プロセスとして具現化し、臨床的有効性を高めるための有用な手段として位

置づけられるべきである。本講演では、インハウスアライナー、インハウス IDBS、外科矯正治療にお

けるサージカルスプリント、下顎前方誘導装置、など矯正装置設計への応用例を紹介する。これらの臨

床例を通じて、3D プリンティングを“技術そのもの”としてではなく、“治療効果を最大化するための道

具”として活用する考え方と実際を提示する。さらに、装置を精密に設計し製作する力と、患者を適切に

治療へ導くための診断・治療計画立案とは同一ではなく、両者を臨床の中で統合する視点が求められる

ことを示したい。また、デジタル技術の真価は、造形の巧拙そのものではなく、診断の精度向上、治療

計画の可視化、装置設計の再現性向上を通じて、最終的に患者利益へ還元される点にある。本講演で

は、その本質と可能性を考察する。診断主導型デジタル臨床のあり方、その臨床的意義および今後の課

題についてさらに併せても論じる。 
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